
令和 5年 12月号 

 

分
苑
長 

霜
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、 

霜
月
の
月
次
祭
に
ご
参
拝
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
日
私
は
亀
岡
で
全
国
主
会

長
・
人
類
愛
善
会
協
議
会
長
会
議

に
参
加
を
し
て
お
り
、
皆
様
方
に

直
接
挨
拶
が
出
来
ず
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。 

開
教
百
三
十
一
年
の
開
祖
大
祭

は
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
陽
ざ
し
の

元
で
、
教
主
さ
ま
も
最
後
の
奥
都

城
祭
典
ま
で
御
臨
席
に
な
ら
れ
ま

し
た
。 

あ
と
一
月
余
り
で
令
和
五
年
の

年
が
終
わ
り
ま
す
が
、
今
年
は
八

月
三
十
一
日
に
農
業
研
究
セ
ン
タ

ー
跡
地
を
無
事
、
大
本
が
落
札
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

九
月
十
八
日
は
三
重
の
お
香
良

洲
神
社
で
、
教
主
さ
ま
が
ご
臨
席

さ
れ
て
中
遷
座
祭
典
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

今
回
の
主
会
長
会
議
の
休
憩
時

間
に
於
い
て
、
お
香
良
洲
神
社
友

好
祈
念
碑
設
置
に
つ
い
て
東
海
教

区
総
代
、
主
会
長
を
含
め
て
説
明

会
が
あ
り
ま
す
。 

内
容
に
つ
い
て
は
、
総
代
会
・

機
関
長
会
議
の
席
で
説
明
を
致
し

ま
す
。 

明
年
か
ら
は
、
激
動
の
五
六
七

の
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

本
部
で
は
、
教
主
さ
ま
の
ご
挨

拶
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
七

年
に
長
生
殿
前
の
空
き
地
で
綾
の

聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
大
本
歌
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。 

大
本
の
経
典
に
お
い
て
『
エ
ル

サ
レ
ム
』
と
い
う
言
葉
に
は
天
国

楽
土
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
地
上

に
お
い
て
は
、
地
の
高
天
原
と
称

え
ら
れ
る
綾
の
聖
地
・
本
宮
山
も 

そ
の
一
つ
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

令
和
六
年
度
の
行
事
予
定
表
も

各
東
海
教
区
の
方
々
に
そ
の
地
区

の
活
動
を
合
わ
せ
、
本
部
の
行
事

に
も
重
複
し
な
い
よ
う
教
区
の
関

係
者
と
も
調
整
し
て
い
き
ま
す
。 

皆
様
へ
は
十
二
月
二
日
の
月
始

祭
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
の
日
は
令
和
五
年
度
の
暫
定

と
令
和
六
年
度
の
予
算
審
査
を
総

代
の
方
々
に
審
査
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
変
わ
っ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
者
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
健
康
に
気
を
付
け
て
下
さ

い
。 本

日
の
参
拝
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
名
古
屋
分
苑
誠
心
会 

綾
部
献
労
奉
仕 

（
十
月
二
十
八
・
二
十
九
日
） 

今
年
の
春
に
行
っ
た
献
労
作
業

と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
な
り
ま
し
た

が
、
初
日
は
長
生
殿
の
甘
酒
接
待

場
所
か
ら
み
ろ
く
殿
の
横
・
駐
車

場
の
剪
定
さ
れ
た
垣
根

の
小
枝
を
か
き
集
め
軽

ト
ラ
に
積
込
み
し
、
特

に
元
屋
敷
一
面
の
清
掃

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
金
竜
海
の
小

宮
さ
ん
、
特
に
大
八
州
神
社
か
ら

始
ま
り
各
小
宮
様
の
拭
き
掃
除
・

島
々
の
雑
草
刈
り
等
を
６
名
の

方
々
と
行
い
ま
し
た
。 

参
加
者 

石
原
松
生
・
堀
宜
雄 

小
林
清
人
・
畠
山
茂 

高
嶋
善
雄
報
告 

●
月
始
祭 

 

十
一
月
四
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
一
名 

 

斎
主 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

小
林 

清
人 

祭
員 

 
 

影
近 

博
己 

進
行 

 
 

天
野 

芳
幸 

●
月
次
祭 

十
一
月
十
九
日
（
日
） 

参
拝
者 

四
十
一
名 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

さ
わ 

み 

ろ 

く 
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斎
主 

 
 

近
藤 

哲
史 

 
祭
員 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

堀 

健
太
郎 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗 

裏
方 

 
 

畠
山 

茂 

裏
方 

 
 

鈴
木 
克
彦 

典
礼
長 

 

小
林 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

佐
古 

美
鈴 

伶
人 

 
 

長
谷
川
美
枝 

進
行 

 
 

菱
川 

義
英 

●
誠
心
会
活
動
報
告 

十
一
月
二
十
五
日(

土)

二

十
六
日(

日)

の
二
日
間
、
亀

岡
天
恩
郷
に
於
い
て
第
七
回

誠
心
会
長
会
議
・
第
十
八
回

誠
心
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

初
日
の
午
後
は
四
部(

誠
心

会
・
直
心
会
・
青
松
会
・
青

年
部)

合
同
で
開
催
さ
れ
、
青

松
会
設
立
二
十
周
年
記
念

「
世
界
平
和
祈
願
祭
」
参

拝
・
教
主
さ
ま
ご
面
会
・
教
団
方

針
説
明
が
行
わ
れ
、
夜
間
の
部
で

は
愛
善
歌
「
黄
金
」
の
練
習
、
令

和
六
年
度
誠
心
会
活
動
方
針
、
各

機
関
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
懇
親
会
で
新
役
員
の
方
々
と
な

ご
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

翌
日
は
会
場
を
綾
部
の
天
王
平

に
移
し
拝
礼
後
、
午
前
中
は
献
労

奉
仕(

伐
採
さ
れ
た
樹
木
の
整
理

運
搬
作
業)

に
勤
し
ん
だ
。
午
後

か
ら
は
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
跡
地
を
見
学
、

広
々
と
し
た
跡
地
か
ら

長
生
殿
、
本
宮
山
を
見

渡
し
、
三
代
教
主
さ
ま

が
設
計
を
指
示
し
た
長
生
殿
と
本

宮
山
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
美
し
さ
に

感
動
い
た
し
ま
し
た
。
記
念
撮
影

後
、
長
生
殿
で
お
礼
拝
を
し
て
午

後
二
時
頃
解
散
い
た
し
ま
し
た
。 

参
加
者 

高
嶋
善
雄 

 
 
 
 
 
 
 

畠
山
茂 

報
告 

 
行
事
予
定 

十
二
月
十
七
日
（
日
） 

月
次
祭 
午
前
十
時
半
よ
り 

 

後
期
機
関
長
会
議 

十
二
月
二
十
四
日
（
日
） 

 

年
末
大
掃
除 

午
前
十
時
よ
り 

十
二
月
三
十
一
日
（
日
） 

 

大
祓
祭 

 

午
後
一
時
半
よ
り 

一
月
一
日
（
月
） 

 

新
年
祭 

 

午
前
十
一
時
よ
り 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

【
猫
】 

 
 
 
 
 
 
 

 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾
正
治 

 

我
が
家
の
家
族
構
成
は
老
夫
婦

と
十
二
歳
に
な
る
猫
一
匹
、
名
前

は
メ
ー
で
あ
る
。 

メ
ー
は
我
が
家
で
一
番
偉
い
と

思
っ
て
い
る
、
と
云
う
か
私
達
が

そ
う
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。 

朝
一
番
の
『
ニ
ャ
ー
』
で
じ
い

じ
は
、
『
メ
ー
ち
ゃ
ん
ど
う
し
た

の
？
外
へ
行
き
た
い
の
？
』
と
先

に
階
段
を
下
り
て
ゆ
く
メ
ー
に
つ

い
て
行
き
、
首
輪
を
は
め
て
外
へ

出
す
（
紐
で
く
く
ら
れ
る
の
だ

が
）
そ
し
て
ご
主
人
様
の
ご
飯
と

水
を
確
認
す
る
。 

そ
こ
へ
奥
さ
ん
が
下
り
て
き
て

『
朝
早
く
か
ら
や
か
ま
し
い

ね
！
』
・
・
・ 

こ
れ
で
お
分
か
り
だ
と
思
う
が
、

我
が
家
は
メ
ー
・
奥
さ
ん
・
じ
い

じ
の
順
列
で
あ
る
。 

猫
を
飼
っ
た
人
に
は
良
く
分
か

る
と
思
う
が
、
猫
は
犬
に
比
べ
る

と
、
野
性
的
で
自
由
奔
放
な
く
せ

に
寂
し
が
り
や
な
性
格
で
あ
る
。 

食
べ
た
い
と
き
に
食
べ
、
昼
間
は

ほ
と
ん
ど
寝
て
い
る
、
夜
中
に
ご

そ
ご
そ
と
音
が
す
る
が
、
専
ら
そ

の
時
間
に
活
動
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

い
つ
も
枕
も
と
で
一
緒
に
寝
て
い

る
の
だ
が
、
あ
る
日
私
が
寝
返
り

を
打
っ
た
手
が
メ
ー
に
当
た
っ
た

ら
し
い
。 

突
然
手
を
か
ま
れ
、
余
り
の
痛

さ
に
電
気
を
つ
け
る
と
血
が
出
て

い
た
。 

さ
す
が
に
怒
れ
て
き
て
ス
リ
ッ

パ
で
叩
い
て
み
た
も
の
の
、
朝
の

『
ニ
ャ
ー
』

で
又
一
日
が

始
ま
る
。
じ

い
じ
の
猫
っ

可
愛
が
り
も

異
常
な
世
界

に
迷
い
込
ん

で
い
る
。 

編
集
部
か
ら
の
お
願
い 

分
苑
た
よ
り
の
原
稿
を
広
く
公
募

し
て
い
ま
す
。
ご
神
徳
談
、
日
々

の
出
来
事
な
ど
、
ど
し
ど
し
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 

よ
り
充
実
し
た
紙
面
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

教主さまからのお菓子の差しれで休憩 


